
1 はじめに─日記物語と歌物語─

は
じ
め
に

─
日
記
物
語
と
歌
物
語

─

平
安
王
朝
の
仮
名
散
文
文
学
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
作
品
は
、『
竹
取
物
語
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
月
の
都
よ
り
地
上
に
降
臨
し
た
か

ぐ
や
姫
が
、
五
人
の
貴
公
子
さ
ら
に
は
帝
王
の
求
婚
を
も
斥
け
天
上
に
帰
還
す
る
と
い
う
、
現
実
に
は
な
い
出
来
事
を
物
語
る
。「
作
り

物
語
」
で
あ
る
。『
宇
津
保
物
語
』『
住
吉
物
語
』『
落
窪
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
狭
衣
物
語
』
な
ど
の
「
作
り
物

語
」
は
、
い
ず
れ
も
虚
構
の
事
象
を
素
材
と
し
、
そ
れ
を
伝
承
も
し
く
は
見
聞
の
事
実
と
し
て
物
語
る
。

対
し
て
、『
土
佐
日
記
』『
蜻
蛉
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
紫
式
部
日
記
』『
更
級
日
記
』
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
日
記
文
学
」
は
、

現
実
の
事
象
を
素
材
と
し
、
そ
れ
を
体
験
も
し
く
は
見
聞
の
事
実
と
し
て
物
語
る
。
そ
の
点
で
は
、「
歌
物
語
」「
歴
史
物
語
」「
説
話
物

語
」
な
ど
と
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、「
作
り
物
語
」
と
「
日
記
」「
歌
物
語
」
な
ど
に
は
、
虚
構
か
現
実
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
仮
名
散
文
に
よ
っ
て
「
事
実
」
を

物
語
る
こ
と
に
お
い
て
差
違
は
な
い
。「
日
記
」
と
「
物
語
」
と
は
、
決
し
て
相
反
す
る
概
念
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、「
日
記
文
学
」
は

「
日
記
物
語
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
有
効
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

夙
に
「
日
記
物
語
」
の
用
語
を
用
い
、「
日
記
」
が
「
物
語
」
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
提
唱
し
た
の
は
、
大
橋
清
秀
（「
序
論
」『
和
泉

式
部
日
記
の
研
究
』
初
音
書
房
、
一
九
六
一
年
）
で
あ
る
。
大
橋
は
、「
日
記
物
語
」
を
「
歌
物
語
」「
作
り
物
語
」「
歴
史
物
語
」｢

説
話
物

語｣

と
並
ぶ
、「
物
語
」
の
一
形
態
で
あ
る
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
文
学
史
に
お
け
る
日
記
文
学
の
位
置
を
明
確
に
す
る
事
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。
傾
聴
し
た
い
。
筆
者
は
、
学
部
生
時
代
に
大
橋
の
論
に
触
れ
、
衝
撃
を
受
け
た
。
当
初
は
素
朴
に
事
実

の
記
録
だ
と
思
っ
て
い
た
「
日
記
」
が
実
は
「
物
語
」
で
あ
り
、
作
者
に
よ
る
意
図
的
な
創
作
作
品
と
し
て
読
む
べ
き
も
の
だ
、
と
教
え
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が
あ
る
。『
更
級
日
記
』
で
は
、
十
三
に
な
る
年
の
「
九
月
三
日
」
か
ら
某
年
の
「
十
月
ば
か
り
」
ま
で
、
月
日
の
表
示
が
あ
る
。「
天
喜

三
年
十
月
十
三
日
」
は
、
阿
弥
陀
来
迎
の
夢
を
見
た
夜
を
特
筆
す
る
。
そ
の
後
、
夫
と
死
別
し
た
孝
標
女
は
、「
功
徳
」
を
つ
く
る
こ
と

も
な
い
ま
ま
に
某
年
「
十
月
ば
か
り
」
以
後
も
現
世
に
漂
っ
て
い
る
。

『
土
佐
日
記
』『
和
泉
式
部
日
記
』『
紫
式
部
日
記
』
に
暦
年
の
表
記
は
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、『
蜻
蛉
日
記
』
と
『
更
級
日
記
』
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
箇
所
だ
が
暦
年
が
示
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
人
生
の
部
分
を
取
り
上
げ
る
作
品
と
全
体
を
取
り
上
げ
る
作
品
と
の
差
か
も
し
れ

な
い
が
、
現
時
点
で
は
確
言
は
避
け
た
い
。

と
も
あ
れ
、
歌
物
語
は
日
付
の
な
い
日
記
物
語
で
あ
り
、
日
記
物
語
は
日
付
の
あ
る
歌
物
語
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
本
書
の
書
名
を
『
王
朝
日
記
物
語
の
展
開

─
歌
物
語
と
日
記
物
語

─
』
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

構
成
は
、「
第
一
部　

歌
物
語
編
」「
第
二
部　

日
記
物
語
編
」
の
二
部
構
成
と
し
た
。

第
一
部
に
は
、
歌
物
語
に
関
連
す
る
四
編
の
論
を
収
め
た
。

第
一
章
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
が
、
助
動
詞
「
け
り
」
に
統
括
さ
れ
る
三
人
称
的
叙
述
か
ら
、
和
歌
の
直
前
に
助
動
詞
「
り
」

に
統
括
さ
れ
る
「
よ
め
る
」
の
一
人
称
的
叙
述
に
転
換
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
三
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
『
伊
勢
物
語
』
の

文
章
に
も
共
通
す
る
特
性
で
あ
る
。『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
は
、
歌
物
語
の
一
種
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

第
二
章
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
と
『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
り
」
と
助
動
詞
「
た
り
」
の
使
用
例
を
比
較
し
て
、
両
者
の
意

味
機
能
に
差
異
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
作
品
に
お
け
る
必
然
と
し
て
、『
伊
勢
物
語
』
は
「
よ
め
り
」
を
使
用
し
、『
大
和

物
語
』
は
「
よ
み
た
り
」
を
使
用
し
た
の
だ
と
考
え
る
。
和
歌
を
い
ま
そ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
る
か
、
詠
ま
れ
た
結
果
と
し

て
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
み
る
か
、
の
差
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
和
歌
に
連
接
し
て
い
く
「
よ
め
る
」
に
つ
い
て
、
語
り
手
が
歌
の
詠
み
手
に
同
化
す
る
歌
語
り
の
現

場
の
状
況
を
、
文
字
に
実
現
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

ら
れ
た
。
室
伏
信
助
（「
は
じ
め
に
」『
王
朝
日
記
物
語
論
叢
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
は
、「
日
記
」
に
つ
い
て
、「
実
録
と
し
て
の
日
記

で
は
な
く
、
実
録
に
拠
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
虚
構
化
し
て
成
立
し
た
作
品
な
の
で
あ
る
」
と
し
、「
日
記
物
語
」
を
、「
当
時
の
実
感
に

即
し
た
呼
称
」
と
す
る
。

日
記
物
語
は
、
歴
史
上
の
一
個
の
実
在
人
物
に
関
わ
る
事
象
を
素
材
と
し
、
そ
れ
を
体
験
も
し
く
は
見
聞
の
事
実
と
し
て
物
語
る
作
品

で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』『
平
中
物
語
』
な
ど
、
一
個
の
実
在
人
物
の
事
象
を
素
材
と
す
る
歌
物
語
と
通
じ
る
面
が
あ
る
。
で
は
、
歌
物
語

と
日
記
物
語
の
差
異
は
何
処
に
あ
る
の
か
。

そ
れ
は
、
暦
時
表
現
の
有
無
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

歌
物
語
に
も
、「
時
は
三
月
の
つ
い
た
ち
」（『
伊
勢
物
語
』
二
段
）「
正
月
の
十
日
ば
か
り
の
ほ
ど
」（
同
四
段
）「
長
月
つ
ご
も
り
」「
十

月
つ
い
た
ち
の
日
」「
十
二
月
つ
ご
も
り
」「
二
月
ば
か
り
」（『
大
和
物
語
』
三
段
）「
時
は
正
月
十
日
の
ほ
ど
な
り
け
り
」（
同
百
七
十
三

段
）「
正
月
の
つ
い
た
ち
の
日
」（『
平
中
物
語
』
五
段
）
な
ど
の
暦
時
表
現
が
現
出
す
る
が
、
作
品
全
体
に
渡
っ
て
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。

必
要
に
応
じ
て
部
分
的
に
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

対
し
て
、
日
記
物
語
で
は
、
月
日
の
表
現
が
作
品
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
随
所
に
現
出
す
る
。

『
土
佐
日
記
』
は
、「
そ
れ
の
年
の
師
走
の
二
十
日
あ
ま
り
一
日
の
日
」
か
ら
翌
年
二
月
の
「
十
六
日
」
ま
で
、
一
日
も
欠
か
す
こ
と
な

く
出
来
事
を
記
録
す
る
。

『
蜻
蛉
日
記
』
は
、「
長
月
に
な
り
ぬ
」（
上
巻
、
天
暦
八
年
）
か
ら
「
十
二
月
に
な
り
に
た
り
」（
下
巻
、
天
延
二
年
）
ま
で
随
所
に
月
日

が
表
示
さ
れ
る
。
下
巻
の
巻
頭
に
、
一
箇
所
だ
け
「
か
く
て
ま
た
明
け
ぬ
れ
ば
、
天
禄
三
年
と
い
ふ
め
り
」
と
年
次
の
記
載
が
あ
る
。

『
和
泉
式
部
日
記
』
は
、
長
保
五
年
に
当
た
る
年
の
「
四
月
十
余
日
」
か
ら
翌
年
の
「
正
月
一
日
」
ま
で
月
日
の
表
示
が
あ
る
。『
紫
式
部

日
記
』
に
は
、
寛
弘
五
年
の
年
の
「
八
月
二
十
余
日
の
ほ
ど
」
か
ら
翌
年
の
「
正
月
一
日
」「
二
日
」「
三
日
」
ま
で
の
表
示
が
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
消
息
文
の
記
事
を
挟
ん
で
、
某
年
某
月
の
「
十
一
日
の
暁
」
の
記
載
、
さ
ら
に
寛
弘
七
年
の
年
の
「
正
月
十
五
日
」
な
ど
の
記
載
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第
七
章
で
は
、
引
用
辞
「
な
ど
」
が
『
和
泉
式
部
日
記
』
の
作
品
構
成
に
お
い
て
重
要
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
た

と
え
ば
、
作
品
後
半
の
贈
答
が
続
く
叙
述
に
お
い
て
、「
な
ど
」
は
贈
答
の
往
還
を
ま
と
め
次
に
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

第
八
章
で
は
、『
和
泉
式
部
日
記
』
の
人
称
の
あ
り
方
に
つ
て
、
一
人
称
と
三
人
称
の
ど
ち
ら
か
に
統
一
し
て
理
解
す
る
の
は
適
切
で

は
な
く
、
作
品
の
必
要
に
応
じ
て
混
在
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
考
え
た
。

第
九
章
か
ら
第
十
一
章
ま
で
は
、
私
に
区
分
し
名
付
け
た
『
和
泉
式
部
日
記
』
の
三
個
の
章
段
、
す
な
わ
ち
「
有
明
章
段
」「
紅
葉
章

段
」「
霜
枯
章
段
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
作
品
の
中
に
確
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
あ
る
こ
と
を
表
現
に
即
し
て
考
察
し
た
。

第
十
二
章
は
、「
日
記
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
物
語
」
で
も
あ
る
、『
和
泉
式
部
日
記
』
の
二
面
性
を
「
昔
語
り
」
と
「
世
語
り
」
と
い

う
語
を
鍵
語
と
し
て
検
討
し
た
。

第
十
三
章
は
、
多
く
「
断
片
・
断
章
の
集
積
」「
文
集
」
な
ど
と
評
価
さ
れ
る
『
紫
式
部
日
記
』
が
、
形
態
的
に
も
内
容
的
に
も
一
個

の
作
品
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

第
十
四
章
は
、『
土
佐
日
記
』
か
ら
『
更
級
日
記
』
に
至
る
、
王
朝
日
記
文
学
（
日
記
物
語
）
の
展
開
を
概
括
し
た
。

第
十
五
章
で
は
、『
更
級
日
記
』
の
始
発
部
「
門
出
」
の
叙
述
を
取
り
上
げ
て
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
繋
が
る
、
読
み

の
指
導
法
を
考
え
た
。

巻
末
に
は
、
東
原
伸
明
・
山
下
太
郎
編
『
大
和
物
語
の
達
成

─
「
歌
物
語
の
脱
構
築
と
散
文
叙
述
の
再
評
価
』（
武
蔵
野
書
院
、
二

〇
二
〇
年
）
に
所
収
の
拙
稿
「
大
和
物
語
研
究
史
素
描
─
〈
歌
語
り
〉
と
〈
歌
物
語
〉、
そ
の
往
還
─
（
付
：
参
考
文
献
目
録
）」
の
改
訂

版
を
収
め
た
。

本
書
に
は
、
筆
者
の
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
渡
る
研
究
論
文
等
を
収
載
し
た
。
い
ず
れ
も
考
察
の
徹
底
し
な
い
、
ま
た
、

様
々
に
不
備
の
多
い
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
微
力
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
で
き
る
限
り
の
検
討
・
考
察
を
し
た
結
果
で

あ
る
。

第
四
章
で
は
、『
大
和
物
語
』
の
和
歌
を
受
け
る
表
現
「
と
な
む
あ
り
け
る
」
に
注
目
し
、
そ
れ
が
複
数
の
章
段
を
纏
め
て
章
段
連
合

を
形
成
す
る
こ
と
を
認
め
た
。『
伊
勢
物
語
』
が
英
雄
的
な
人
物
の
「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」（『
伊
勢
物
語
』
初
段
）
を
体
現
す
る
行
為
と

し
て
の
詠
歌
を
語
る
の
に
対
し
、『
大
和
物
語
』
は
宮
都
内
外
の
様
々
な
階
層
の
人
々
の
日
常
に
息
づ
く
雅
び
の
諸
相
を
、
そ
の
結
果
と

し
て
の
和
歌
の
存
在
を
通
し
て
語
り
伝
え
る
の
で
あ
る
。

日
記
物
語
と
の
関
連
で
い
え
ば
、『
古
今
和
歌
集
』
と
『
伊
勢
物
語
』
は
日
記
物
語
の
生
成
を
準
備
し
た
。『
大
和
物
語
』
に
は
、
例
え

ば
第
三
段
の
よ
う
に
、
暦
時
表
現
に
よ
っ
て
出
来
事
の
顛
末
を
語
る
章
段
が
あ
る
。
見
聞
を
語
る
日
記
物
語
の
可
能
性
を
拡
張
し
た
も
の

と
も
い
え
よ
う
。

第
二
部
に
は
、
日
記
物
語
を
取
り
上
げ
た
十
一
編
の
論
を
収
め
た
。

第
五
章
で
は
、『
土
佐
日
記
』
の
人
称
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
」

と
作
品
冒
頭
で
宣
言
す
る
「
女
」
は
実
在
の
人
物
で
は
な
く
、
作
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
虚
構
の
存
在
で
あ
る
。
作
者
で
あ
る
紀
貫
之

と
は
、
別
個
の
存
在
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
土
佐
日
記
』
の
「
女
」
は
、
作
品
の
世
界
の
内
部
に
あ
っ
て
出
来
事
を
体
験
・
見
聞

し
記
録
す
る
。
記
録
の
対
象
と
な
る
の
は
、
県あ
が
た

か
ら
帰
任
す
る
前
国
司
一
行
の
行
動
と
感
情
で
あ
る
。
作
品
の
登
場
人
物
で
あ
り
書
き

手
で
も
あ
る
「
女
」
は
、
自
分
に
と
っ
て
〈
私
た
ち
〉
と
認
識
す
る
集
団
の
行
動
を
〈
私
〉
の
行
動
と
し
て
叙
述
す
る
。「
女
」
の
そ
の

よ
う
な
人
称
の
あ
り
方
を
「
包
括
的
一
人
称
」
と
し
た
。

第
六
章
か
ら
第
十
二
章
ま
で
の
七
編
は
、『
和
泉
式
部
日
記
』
関
連
の
論
を
収
載
し
た
。

第
六
章
は
、
筆
者
の
『
和
泉
式
部
日
記
』
論
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
関
連
す
る
諸
論
文
の
基
礎
と
な
っ
た
。『
和
泉
式
部

日
記
』
の
文
章
を
、「
つ
れ
づ
れ
」
と
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
の
二
語
を
指
標
と
し
て
前
後
二
段
に
分
け
、
前
段
を
「
無
聊
段
落
」、
後
段
を
「
伺

候
段
落
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
一
定
期
間
の
出
来
事
を
ま
と
め
て
記
述
す
る
総
括
的
叙
述
の
存
在
を
徴
表
と
し
て
、
無
聊
段
落
は
十
五
個

の
章
段
に
、
伺
候
段
落
は
四
個
の
章
段
に
区
分
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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明
ら
か
な
間
違
い
、
お
よ
び
、
文
意
の
通
じ
難
い
箇
所
に
つ
い
て
必
要
な
補
訂
を
施
し
た
。
た
だ
、
論
の
趣
旨
を
変
え
る
こ
と
は
し
て

い
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。

大
方
の
ご
批
正
を
賜
り
た
い
。

　
　
　
　
　
第
一
部
　
歌
物
語
編


